
見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて、このたび弊社より販売いたしております抗悪性腫瘍剤／抗PD-L1ヒト化モノクローナル
抗体「テセントリクⓇ点滴静注840mg、同1200mg 」につきまして、下記のとおり「効能 
又は効果」および「用法及び用量」が追加となりましたのでご案内申し上げます。 
従来の弊社製品同様、ご愛顧賜りますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 謹白

記

効能又は
効果

〈テセントリク点滴静注1200mg〉 
〇 切除不能な進行・再発の非小細胞肺癌
〇 PD-L1陽性の非小細胞肺癌における術後補助療法
〇 進展型小細胞肺癌
〇 切除不能な肝細胞癌
〈テセントリク点滴静注840mg〉
〇 PD-L1陽性のホルモン受容体陰性かつHER2陰性の手術不能又は再発乳癌
〈製剤共通〉 
〇 切除不能な胞巣状軟部肉腫

用法及び
用量

（略）
〈切除不能な胞巣状軟部肉腫〉 

 

 （下線部が今回追加となりました。）

「注意事項等情報」等につきましては、最新の電子化された添付文書をご参照ください。

通常、成人にはアテゾリズマブ（遺伝子組換え）として１回1200mgを60分かけて
3週間間隔で点滴静注する。通常、2歳以上の小児にはアテゾリズマブ（遺伝子組換え）
として１回15mg/kg（体重）（最大1200mg）を60分かけて3週間間隔で点滴静注
する。なお、初回投与の忍容性が良好であれば、２回目以降の投与時間は30分間
まで短縮できる。


